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後期基本計画における成果指標と目標値 
 

第１章 支え合い・活気あふれる「健康なまち」 

 

施策

番号 
成果指標 令和元年度現状値 令和７年度目標値 

1-1-1 健康寿命（平均自立期間） 

男（６５歳）：１８．８８年 

女（６５歳）：２２．０９年 

（H３０年度） 

H３０年度末より延伸 

1-1-2 

「ふれあい・いきいきサロン」および

「地域サロン」の設置数 

４４カ所 

（H３０年１２月１日現在） 
７４カ所 

ボランティア登録者数 
１，６９６名 

（H３０年４月１日現在） 
２，２９６名 

「相談や助けを必要とする近所、地

域の人に、あなたができる支援はあ

りますか」の問いに「ない」と答えた

人の割合 

26.1％ 

（H３０市民意識調査） 
13.0％ 

1-1-3 

第１号被保険者に対する要介護認

定の割合 

15.5％ 

（H30 年度） 
21.4％以下 

介護予防に資する住民運営の通い

の場の数 

80 カ所 

（H30 年度） 
100 カ所 

1-1-4 

障がい者差別解消法の認知率 34.6%（H３０年度） 50% 

コミュニケーションツール設置店舗

数（ステッカー貼付店舗） 
25 店舗（H３０年度） ５０店舗 

1-1-5 

生活困窮者自立支援事業にて、就

労開始した者 
52.38%（H３０年度） 57.1% 

国保収支比率 １０１．１３%（平成３０年度決算） 100% 

就労による生活保護廃止件数 １７件（H３０年度） １９件 

1-2-1 市内事業所数 
４，２７０事業所 

(H26 経済センサス) 
４，２７０事業所 

1-2-2 
市内設立法人数 

（３年度平均） 

２３９件 

（H２８～H３０年度平均) 

２９９件 

（R5～R7 年度平均） 

1-2-3 

完全失業者数に対する「ふるさとハ

ローワークならしの」を通じた就職

件数の割合 

11.9％ 

（H２７年国勢調査ベース） 

14.5％ 

（R２年国勢調査ベー

ス） 

1-2-4 

市ホームページアクセス数（トップ

ページ） 

７１４，３６０件 

（H３０年度） 
８２０，５７５件 

市ホームページアクセス数 

（全ページ） 

７，４９２，７４５件 

（H３０年度） 
１０，８９９，５４０件 

定住意向（『住み続けたい』と思う

人の割合） 

62.6％ 

（H３０市民意識調査） 
65.4％ 
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第２章 安全・安心「快適なまち」 

 

施策

番号 
成果指標 令和元年度現状値 令和７年度目標値 

2-1-1 

自主防災組織の組織率 61.0％（H３０年度） 65.0％ 

防災行政無線屋外拡声子局のデジタ

ル化局数 
２５局（H３０年度） ４９局 

2-1-2 
市民主導型救命講習指導率 40％（H３０年度） 70％以上 

住宅用火災警報器設置率 85％（H３０年度） 90％以上 

2-1-3 

人口１万人当たり 

市内刑法犯認知総件数 
８６．６件（H３０年） ８０．９件以下 

交通安全教室の実施回数 ５６回（H３０年度） ５６回（現状値以上とする） 

自転車通行区間の整備延長 0 ㎞（H３０年度） 15 ㎞ 

2-1-4 
消費生活相談あっせん解決割合 87.8％（H３０年度） 95％以上 

まちづくり出前講座実施件数 7 件（H３０年度） １６件以上 

2-2-1 ＪＲ津田沼駅周辺地域の人口密度 16,300（人/㎢） 17,900（人/㎢） 

2-2-2 
市営住宅の入居率 

（政策空家を除く） 
94.6％（H３０年度） 100％ 

2-2-3 橋梁修繕完了率 
13.0％（3/２３橋） 

（H30 年度） 
21.7％（5/２３橋） 

2-2-4 

ガス・水道施設の修繕実施率 100％（H３０年度） 100％ 

ガス・水道管の耐震化 

ガス管：91.1％ 

水道管：41.7％ 

（H30 年度） 

ガス管：96.8％ 

水道管：48.4％ 

各種イベントにおいて集客した人の割

合 
88％（H30 年度） 100％ 

下水道事業における経常収支比率 105％（H３０年度） 
105％ 

（現状値以上とする） 

2-3-1 
市役所各部局の温室効果ガス総排出

量の合計 

58,119ｔ－CO₂ 

（H２９年度） 
54,080ｔ－CO₂ 

2-3-2 自然保護地区等の指定面積 

1.03ha 

（自然保護地区） 

5.43ha 

（都市環境保全地区） 

1.03ha 

（自然保護地区） 

5.43ha 

（都市環境保全地区） 

2-3-3 
市民一人当たりの都市公園の敷地面

積 

６．９０㎡/人 

（R1 年度） 
１０．０㎡/人 

2-3-4 １人１日あたりのごみ総排出量 881ｇ（H３０年度） 排出量の減量 

2-3-5 

ごみゼロ運動参加人数 ２５，６１６人（H３０年度） ２７，４００人 

谷津干潟自然観察センター年間来館

者数 
５５，１５８人（H３０年度） ５８，０００人 
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第３章 育み・学び・認め合う「心豊かなまち」 

 

施策

番号 
成果指標 令和元年度現状値 令和７年度目標値 

3-1-1 

待機児童数【保育所など】 
８９人 

（H31 年４月１日現在） 

０人 

(R７年４月１日現在） 

待機児童数 

【放課後児童会】 

８９人 

（R１年５月１日現在） 

０人 

(R７年５月１日現在） 

地域子育て支援拠点（こども

センター・きらっ子ルーム）利

用者の満足度指数 

96.8％（H３０年度） 97％以上 

ひまわり発達相談センターを

利用して心配事が軽減した

人の割合 

52％（H３０年度） 84％以上 

3-2-1 

幼稚園・こども園・保育所に

行くことが楽しいと感じる幼

児の割合 

80.7％（H３０年度） 85％以上 

朝食を食べる児童の割合 96.9％（H30 年度） 97％以上 

3-2-2 

全国学力・学習状況調査結

果の習志野市と全国平均正

答率の比較 

（小６）国語６６%（+2.2） 

      算数６９%(+2.4) 

（中３）国語７５%(+2.2) 

      数学６０%(+0.2) 

(R１年度) 

全国比 ＋5.0 

全国体力・運動能力、運動

習慣等調査の体力総合評価 

・小学校５年男子 ２６．５ポイント 

（全国９．６ポイント） 

（全国との差＋１６．９ポイント） 

・小学校５年女子 ５３．５ポイント 

（全国２１．９ポイント） 

（全国との差＋３１．６ポイント） 

・中学校２年男子 ２４．６ポイント 

（全国６．２ポイント） 

（全国との差＋１８．４ポイント） 

・中学校２年女子 ７３．６ポイント 

（全国５３．３ポイント） 

（全国との差＋２０．３ポイント） 

（H３０年度） 

・小学校５年男子 

全国との差＋２０ポイント 

 

・小学校５年女子 

 ５３．５ポイントを上回る 

 

・中学校２年男子 

 全国との差＋２０ポイント 

 

・中学校２年女子 

 ７３．６ポイントを上回る 
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施策

番号 
成果指標 令和元年度現状値 令和７年度目標値 

3-3-1 

公民館事業年間参加者数 ５０，４３９人（H３０年度） ５３，０００人 

公民館年間利用者数 ４０２，２６１人（H３０年度） ４２２，３００人 

図書館の利用登録率 28.0％（H３０年度） 32.0％ 

図書館の図書貸出冊数 １，０１６，３６０冊（H３０年度） １，０３７，０００冊 

3-3-2 

週１回以上、スポーツや運動を

実践する市民の割合 
５１．９％（H３０年度） 60.0％ 

スポーツ教室の参加人数 
３，０２８人 

（H26～H３０の平均） 
３，３３０人 

3-4-1 

「女性の生き方相談」事業を

知っている女性（男女共同参

画週間事業の来場者アンケー

ト結果） 

70％（知っている人の割合） 

（R１年度） 
上昇 

男女の地位が平等になってい

るか（社会全体）（男女共同参

画週間事業の来場者アンケー

ト結果） 

12.5% 

（平等になっていると思ってい

る人の割合） 

（R１年度） 

上昇 

市の審議会等委員における男

女比率 

市の審議会等委員における女

性の比率 29.8％ 

（R１年度） 

どちらかの性が４０％以上、

60％以下 

「LGBT（レズビアン・ゲイ・バイ

セクシャル・トランスジェンダ

ー）」という言葉を知っている人

（男女共同参画週間事業の来

場者アンケート結果） 

96.4% 

（知っている人の割合） 

（R１年度） 

上昇 

3-4-2 
在住外国人が習志野市は「暮

らしやすい」と思う割合 
42.5％（H３０年度） 44.6％ 

3-4-3 

平和の大切さがより理解でき

た人の比率（被爆体験講話受

講者に対するアンケート結果） 

99.6％（H３０年度） 99％ 
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まち・ひと・しごと創生総合戦略（第 2 期）における数値目標 
 

基本目標１ 

 「安心して産み育てること、未来をひらく教育を受けることができるまちづくり」 

数値目標 基準値 目標値（Ｒ７年度） 

(1) 年少人口の減少抑制 
２１，２２０人 

（R７年推計） 

２１，９５１人 

（減少数を半減） 

(2) 子育て支援施策の満足度 

(２０～４０歳代の平均) 
25.9％ 33.3％ 

(3) 学校教育の施策の満足度 

(２０～４０歳代の平均) 
23.4％ 35.0％ 

 

基本目標２ 

 「魅力あるくらしのできる習志野へ“新しいひとの流れ”をつくるまちづくり」 

数値目標 基準値 目標値（Ｒ７年度） 

(1) 20 歳代転出者数の縮減：3％減 3,314 人 3,215 人 

(2) 子育て世代転入者数の増 

（30～49 歳）：3％増 
3,110 人 3,203 人 

(3) 東京都からの転入者数の増：2.5％増 1,407 人 1,442 人 

 

基本目標３ 

 「しごとをつくり、“働きたい”をかなえるまちづくり」 

数値目標 基準値 目標値（Ｒ７年度） 

(1) 市内事業所数 
４，２７０事業者 

（H２６年） 
現状維持 

(2) 市内設立法人数 
２３９人 

（H2８～３０年度平均） 

２９９件 

（R5～７年度平均） 

(3) 完全失業者に対する「ふるさと

ハローワークならしの」を通じた

就職件数の割合 

11.9％ 

（H２７年国勢調査ベース） 

14.5％ 

（R２年国勢調査ベース） 

 

基本目標４ 

 「未来に対応する地域をつくり、支え合い・つながりで安心なくらしを守るまちづくり」 

数値目標 基準値 目標値（Ｒ７年度） 

(1) 市民満足度 

（『住みよい』と感じる人の割合） 
83.1％（H30 年） 90.0％ 

(2) 健康寿命 

（平均自立期間：日常生活に支障を

要しない期間）：延伸 （平均寿命延

伸分を上回る） 

６５歳男性 １８．８８年 

６５歳女性 ２２．０９年 

（H３０年度末） 

H３０年度末より 

延伸 

(3) 自主防災組織の組織率 

（自主防災組織加入世帯／全世帯） 

60.6% 

（H３１年度末） 
65.0％ 
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第 １ 章 

支え合い・活気あふれる「健康なまち」 
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   第１項 健康づくりの充実 第１号 健康なまちづくりの推進 

 第２号 生活習慣病予防の充実 

 第３号 母子保健活動の充実 

 第４号 医療・感染症予防体制の充実 

   第２項 地域福祉の推進 第１号 地域福祉活動への支援 

 第２号 包括的な支援体制の構築 

   第３項 高齢者支援の推進 第１号 高齢者の生きがい対策と社会参加の促進 

 第２号 介護予防の推進 

 第３号 高齢者支援体制の充実 

 第４号 介護サービス等の充実 

   第４項 障がい者（児）支援の推進 第１号 障がいのある人への理解の促進 

 第２号 暮らしを支えるサービスの充実 

 第３号 就労等を通じた社会参加の促進 

 第４号 社会資源の充実 

   第５項 社会保障の充実 第１号 生活保護などによる自立支援の推進 

 第２号 国民健康保険の健全な運営 

 

 

 

   第１項 産業の振興 第１号 経営の安定化 

 第２号 商業の振興と商店街の活性化 

 第３号 地域に根差した産業の育成と操業環境などの保持 

 第４号 都市農業の振興 

 第５号 観光の振興 

   第２項 新しい産業の創造 第１号 創業支援の強化と創業機運の醸成 

 第２号 産学民官連携の推進による新産業・新技術の創出 

   第３項 働きやすい環境づくり 第１号 就労・雇用の促進と労働環境の整備 

 第２号 労働者への支援 

   第４項 まちの魅力の創出 第１号 広報広聴機能の充実 

 第２号 シティセールスの推進 

 
第 1 章 支え合い・活気あふれる「健康なまち」 

第１節 誰もが健康を維持できる保健・医療・福祉の充実 

第２節 にぎわいと活力を創出する地域経済・産業の振興 



第１章 支え合い・活気あふれる「健康なまち」 

第１節 誰もが健康を維持できる保健・医療・福祉の充実  

第１項 健康づくりの充実 
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第１項 健康づくりの充実 （後期基本計画 Ｐ５１） 

市民が健全な生活を送るためには、健康を気遣える環境の整備が重要となり

ます。市民一人ひとりが健康に対する意識を高め、健康的な生活を自ら選択・実

践し、主体的に楽しく健康づくりができるよう環境の整備に取り組みます。 

また、市民自らが健康の維持増進に取り組むための環境整備を、市民・事業

者と協働して進めていきます。 

「健康づくりの推進」は、「習志野市からだ・心・歯の健康づくりを推進し、地域社会

全体で個人の健康を支え守るための社会環境の整備に取り組むまちづくり条例」（平

成２４（2012）年度制定 通称：習志野市健康なまちづくり条例）に基づき、行政のあ

らゆる分野において推進します。 

 

◆６年後の目指す姿 

市、市民、市民活動団体、事業者、健康づくり関係者がそれぞれの責務を踏まえ、健

康なまちづくりの推進に努めるとともに、相互に連携および協働し、すべての市民が生

涯にわたっていきいきと安心して幸せな生活ができる健康なまちとなっている。 

 

◆成果指標と目標値 

成果指標 令和元年度現状値 令和７年度目標値 

健康寿命（平均自立期間） 

男（６５歳）：１８．８８年 

女（６５歳）：２２．０９年 

（H３０年度） 

H３０年度末より延伸 

 

第 1 章 支え合い・活気あふれる「健康なまち」 

第１節 誰もが健康を維持できる保健・医療・福祉の充実 



第１章 支え合い・活気あふれる「健康なまち」 

第１節 誰もが健康を維持できる保健・医療・福祉の充実  

第１項 健康づくりの充実 
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◆予定事業 

１ 健康なまちづくり推進事業 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第１項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 

全ての市民が生涯にわたっていきいきと安心して幸せな生活ができる健

康なまちづくりを目指し健康なまち習志野計画を総合的かつ計画的に

推進する。 

令和７年度 

までの目標 

からだと心の健康づくりとともに、個人の健康を支え、守るための社会環

境の整備を目標とする。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・健康フェア、ならしの健康マイレージ、こども健康大

学、熱中症対策などの各種施策の実施 

・健康なまちづくり基本計画の進捗管理・評価の実施 

820 千円 

令和６年度 820 千円 

令和７年度 820 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

２ 受動喫煙対策事業 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第１項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 
習志野市受動喫煙の防止に関する条例の周知及びパトロールにより同

区域における喫煙者への指導及び過料徴収を行う。 

令和７年度 

までの目標 

受動喫煙による健康被害を防止し、受動喫煙のないまちづくりを推進す

ることにより、市民の安全を守る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・夜間のパトロール時間の延長等、取締りの強化 

・事業の周知啓発 

149 千円 

令和６年度 149 千円 

令和７年度 149 千円 

SDGs 

主な目標 
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３ 地域自殺対策強化事業 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第１項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 

自殺対策基本法に基づき千葉県の補助事業を活用し、児童生徒等を

対象とした講演会を実施する。成人式等を利用した自殺対策啓発グッ

ズの配布や広報紙、市ホームページなどによる啓発を行う。 

令和７年度 

までの目標 

誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現に向けて啓発活動を継

続する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・若年層に向けた「いのちと心の講演会」や成人式で

の啓発グッズの配布 

802 千円 

令和６年度 802 千円 

令和７年度 802 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

４ 歯科保健事業 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第１項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 
主体的に歯・口腔の健康づくりに取り組む環境づくりを進め、生涯を通

じ、各年代にあわせた事業を実施する。 

令和７年度 

までの目標 

永久歯のむし歯予防、健康格差の解消を目指し、フッ化物洗口事業を

市内小中学校全校で実施する。 

成人高齢者歯科健康診査の受診率向上と結果を活用した保健事業を

実施する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・各関係機関と調整し、フッ化物洗口実施校の拡大 

・成人高齢者歯科健康診査を活用した歯周病・オーラ

ルフレイル予防 

18,593 千円 

令和６年度 18,617 千円 

令和７年度 

・フッ化物洗口事業の全校実施 

・成人高齢者歯科健康診査を活用した歯周病・オーラ

ルフレイル予防 

19,428 千円 

SDGs 

主な目標 
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５ 成人保健活動事業 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第１項 第２号 最終計画年度 継続 

事業概要 
健康増進法に基づく健康増進事業および健康づくりの推進に関わる市

民ボランティアの育成と活動支援を実施する。 

令和７年度 

までの目標 

市民一人ひとりが健康に対する意識を高め、主体的に健康的な生活習

慣を実践できるようになるよう、啓発活動を継続する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・健康増進法に基づく事業の実施 

384 千円 

令和６年度 384 千円 

令和７年度 384 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

６ がん検診等事業 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第１項 第２号 最終計画年度 継続 

事業概要 
がん及び肝炎ウイルス感染、骨粗しょう症の早期発見・早期治療により

市民の健康増進を図るため、各種健（検）康診査を実施する。 

令和７年度 

までの目標 

未受診者勧奨等により、各種検診の受診率向上および精密検査の受

診率向上を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・各種がん検診等の啓発及び実施 

208,577 千円 

令和６年度 208,577 千円 

令和７年度 208,577 千円 

SDGs 

主な目標 
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７ 特定健康診査事業 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第１項 第２号 最終計画年度 継続 

事業概要 
高齢者の医療の確保に関する法律に基づき習志野市国民健康保険被

保険者に対して健康診査を実施する。 

令和７年度 

までの目標 

効果的な受診勧奨等を実施し、受診率向上を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・特定健康診査の啓発および実施 

92,972 千円 

令和６年度 92,972 千円 

令和７年度 92,972 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

８ 特定保健指導事業 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第１項 第２号 最終計画年度 継続 

事業概要 
特定健康診査でメタボリックシンドロームに該当または予備軍となる人に

生活習慣を見直し、改善できるよう適切な支援を行う。 

令和７年度 

までの目標 

特定保健指導実施率の向上を図るため、受診勧奨を実施する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・特定保健指導利用の啓発および実施 

6,297 千円 

令和６年度 6,297 千円 

令和７年度 6,297 千円 

SDGs 

主な目標 
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９ 
母子保健活動事業 

（利用者支援事業母子保健型・乳児家庭全戸訪問事業） 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第１項 第３号 最終計画年度 継続 

事業概要 母性および乳幼児の健康の保持増進を図るため、指導と援助を行う。 

令和７年度 

までの目標 

生後４か月までの全乳児の状況把握を目指す。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・妊娠・出産・子育ての切れ目ない保健指導や支援 

7,873 千円 

令和６年度 7,873 千円 

令和７年度 7,873 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

１０ 母子健康診査事業 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第１項 第３号 最終計画年度 継続 

事業概要 

医療機関における妊婦・乳児一般健康診査、１歳６か月・３歳児健康診

査で母性および乳幼児の健康状態を確認し、疾病や障がい等を早期に

発見するとともに必要な指導援助を行い、もって健康の保持増進を図

る。 

令和７年度 

までの目標 

妊娠１１週以下における妊娠の届出を、９０％以上で維持する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・疾病や障がい等の早期発見のため、妊婦・乳児一

般健康診査、１歳６か月児・３歳児健康診査におけ

る母性および乳幼児の健康状態の確認および必要

な指導援助の実施 

155,332 千円 

令和６年度 155,332 千円 

令和７年度 155,332 千円 

SDGs 

主な目標 

 

  



第１章 支え合い・活気あふれる「健康なまち」 

第１節 誰もが健康を維持できる保健・医療・福祉の充実  

第１項 健康づくりの充実 

23 

１１ 個別健康相談事業 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第１項 第３号 最終計画年度 継続 

事業概要 

高齢化に伴う医療費の増加に対し、保険者による医療費抑制の取り組

みとして策定した国保加入者へのデータヘルス計画に基づく個別健康

相談事業を実施する。 

令和７年度 

までの目標 

データヘルス計画に基づき個別健康相談事業を実施し、重症化を予防

する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・データヘルス計画に基づいた個別健康相談事業の

実施 

3,459 千円 

令和６年度 3,459 千円 

令和７年度 3,459 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

１２ 予防接種事業 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第１項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 
予防接種法に基づき、小児、成人、高齢者への個別予防接種を実施す

る。 

令和７年度 

までの目標 

予防接種の普及・啓発を行い接種率の向上、感染症の予防を図る。定

期予防接種化されたものについて、順次速やかな実施運営を行う。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・定期予防接種化されたものの実施 

・風しんの追加的対策（MR5 期）への対応 

612,435 千円 

令和６年度 612,435 千円 

令和７年度 ・定期予防接種化されたものの実施 599,464 千円 

SDGs 

主な目標 
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１３ 休日急病歯科診療所管理運営費 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第１項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 
休日（日曜除く）及び年末年始における急な歯科疾患の応急処置を行

う休日急病歯科診療所の管理・運営を行う。 

令和７年度 

までの目標 

一般診療体制が不足する休日及び年末年始に歯科の急なトラブルに対

応する休日急病歯科診療所を確保する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・休日急病歯科診療所の安定運営 

2,869 千円 

令和６年度 2,869 千円 

令和７年度 2,869 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

１４ 救急医療対策事業費 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第１項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 

休日及び夜間における急病に対応するため、一次診療機関である急病

診療所に関する管理運営及び休日の一次診療及び夜間・休日の二次

診療体制を確保する。 

令和７年度 

までの目標 

夜間の急病に対応するため、急病診療所で、内科・小児科の一次診療

を行う。休日の一次診療及び、夜間・休日の二次診療体制を確保し、救

急医療の需要に対応する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・急病診療所の安定運営 

121,598 千円 

令和６年度 121,598 千円 

令和７年度 121,598 千円 

SDGs 

主な目標 
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１５ 災害医療事業費 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第１項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 

習志野市災害医療対策会議にて作成した災害時医療救護マニュアル

を適宜見直し、マニュアルに基づいた訓練を実施する。また、災害時の為

の備蓄整備を行う。 

令和７年度 

までの目標 

平時から地域の関係機関が災害医療対策について協議する災害医療

対策会議を実施し、災害時における実効性がある医療救護活動の体制

整備を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・災害医療対策会議の開催 

・災害医療本部および 応急救護所訓練の実施 

1,091 千円 

令和６年度 626 千円 

令和７年度 1,091 千円 

SDGs 

主な目標 
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第２項 地域福祉の推進 （後期基本計画 Ｐ５５） 

地域福祉を推進するためには、それぞれの地域において人々が安心して暮ら

せるよう、地域住民や社会福祉関係者が、お互いに協力して、地域社会の福祉

課題の解決に取り組むことが必要です。 

市民、社会福祉団体、事業者、市などが連携し、安心して自立した生活ができ

る取り組みを進めていきます。 

 

◆６年後の目指す姿 

市民、社会福祉団体、事業者、市などの連携のもと、誰もが安心して自立した生活を

送ることにつながるよう、地域ごとに置かれた交流の場が活発に利用され、住民相互の

間に気軽に相談し合える「顔が見える」関係性が生まれている。 

 

◆成果指標と目標値 

成果指標 令和元年度現状値 令和７年度目標値 

「ふれあい・いきいきサロン」および 

「地域サロン」の設置数 

４４カ所 

（H３０年１２月１日現

在） 

７４カ所 

ボランティア登録者数 
１，６９６名 

（H３０年４月１日現在） 
２，２９６名 

「相談や助けを必要とする近所、地域

の人に、あなたができる支援はあります

か」の問いに「ない」と答えた人の割合 

26.1％ 

（H３０市民意識調査） 
１３．０％ 

 

◆予定事業 

１６ 

社会福祉協議会補助事業 

（ふれあい・いきいきサロン事業、地域サロン事業、ボランティア活動推進

事業） 

担当部課 健康福祉部 社会福祉課 

施策体系番号 第１章 第１節 第２項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 
地域福祉の向上に資するため、習志野市社会福祉協議会の法人運営

事業及び協議会支部活動を支援する。 

令和７年度 

までの目標 

地域福祉の向上を目指す。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・支部活動の推進 

・ボランティア・市民活動の推進 

・相談援助事業の推進 等 

91,737 千円 

令和６年度 91,737 千円 

令和７年度 91,737 千円 

SDGs 

主な目標 
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１7 包括的相談支援事業 

担当部課 健康福祉部 健康福祉政策課 

施策体系番号 第１章 第１節 第２項 第２号 最終計画年度 継続 

事業概要 
社会福祉法第１０６条の３の規定に基づき、包括的な支援体制を整備

し、地域共生社会の実現に向けた地域福祉の推進を図る。 

令和７年度 

までの目標 

令和５年度中に事業の方向性を包括的支援体制整備検討ワーキング

グループ（以降、ＷＧ）にて結論付ける。令和６年度からＷＧにて決定した

方向性に基づき、複合的で複雑な課題、制度の狭間にある課題などで

対応が難しい案件などを多機関が協働して包括的に受け止められる相

談支援体制を構築し、対応していく。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・複合的で複雑な課題、制度の狭間にある課題などで

対応が困難な場合、それらを多機関が協働して包括

的に受け止められる相談支援体制の構築による対応 

0 千円 

令和６年度 0 千円 

令和７年度 0 千円 

SDGs 

主な目標 
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第３項 高齢者支援の推進 （後期基本計画 Ｐ５８） 

介護が必要な状態となっても住み慣れた場所で生活できるよう、地域包括ケ

アシステム（「医療・介護・住まい・予防・生活支援」を一体的に提供するシステ

ム）の実現に向けて、専門職の連携や、地域住民を含む幅広い担い手の協力な

どによって、「高齢者支援」を推進します。 

高齢者の社会参画促進と生きがいの充実を図るために、老人クラブの活性化や地

域の方々との交流の場づくり、働く意欲のある高齢者に対し、就業促進に努めます。 

また、要介護状態にならないよう、知識や生活習慣づくりの方法について、地域活動

の中で呼びかけを行い、健やかな高齢期を送るための生活習慣づくりを支援していきま

す。 

こうした取り組みを通して、市民同士が支え合う地域活動を展開する仕組みを作り、

高齢者の健康維持や生きがいづくりの推進を継続していきます。 

 

◆６年後の目指す姿 

地域で声を掛け合い、必要な支援を協力して提供するとともに介護予防に取り組み、

地域を支える一員として参加することのできる高齢者が増加している。 

 

◆成果指標と目標値 

成果指標 令和元年度現状値 令和７年度目標値 

第１号被保険者に対する要介護認

定の割合 

15.5％ 

（H３０年度） 
２１．４％以下 

介護予防に資する住民運営の通い

の場の数 

80 カ所 

（H３０年度） 
１００カ所 

 

◆予定事業 

１8 シルバー人材センター補助事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 
人件費および事業費を補助することにより、高齢者に適した仕事を開拓

し、社会参加の促進と充実を図る。 

令和７年度 

までの目標 

会員登録数 1,100 人を目指す。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・シルバー人材センター職員の人件費および事業費の

一部補助 

15,419 千円 

令和６年度 15,419 千円 

令和７年度 15,419 千円 

SDGs 

主な目標 
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19 あじさいクラブ活動事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 
事業費を補助することにより、高齢者の生きがいや健康づくり、多様な社

会活動の促進を図る。 

令和７年度 

までの目標 

会員数 2,200 人を目指す。 

（各年度１クラブ１名の会員増強） 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・あじさいクラブ連合会および単位老人クラブにおける

各種活動に対する補助 

5,075 千円 

令和６年度 5,075 千円 

令和７年度 5,075 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

２0 高齢者ふれあい元気事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 

事業費を補助することにより、高齢者の地域参加を促進するため、町会

等が主催する事業に対し補助を行い、高齢者の健康維持及び増進に寄

与する。 

令和４年度 

までの目標 

事業実施率 90％を目指す。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・高齢者の地域参加を促進する町会等の主催事業に

対する補助 

13,413 千円 

令和６年度 13,413 千円 

令和７年度 13,413 千円 

SDGs 

主な目標 
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２1 

介護予防普及啓発事業 

（健康教育・健康相談、歯科医師による健康講座、通所型介護予防教

室、シニアの食場） 

担当部課 健康福祉部 健康支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第２号 最終計画年度 継続 

事業概要 
介護予防や健康づくりについて知識や実践方法に対する啓発活動を行

う。 

令和７年度 

までの目標 

介護予防や健康づくりを市民が主体的に行うことで、高齢者が自立して

生活できる期間を延伸する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・健康教育及び健康相談 

・各種健康教室等による普及啓発 

7,253 千円 

令和６年度 7,253 千円 

令和７年度 7,253 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

２2 地域リハビリテーション活動支援事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第２号 最終計画年度 継続 

事業概要 

通いの場等において、高齢者の有する能力の評価や改善に向けての助

言を行い支援するため、リハビリテーション職の派遣や公開講座を開催

する。 

令和７年度 

までの目標 

リハビリテーション職と地域住民のつながる機会として、地域の介護予防

の取り組みを総合的に支援していく。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・リハビリテーション協議会との協働による介護予防講

座の開催 

503 千円 

令和６年度 600 千円 

令和７年度 600 千円 

SDGs 

主な目標 
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２3 
地域介護予防活動支援事業 

（活動団体に対する補助金等） 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第２号 最終計画年度 継続 

事業概要 

地域で見守りが必要な高齢者の状況把握、心配事の相談等を担う高

齢者相談員の活動支援を行う。転倒予防体操推進員や高齢者が集う

活動を運営する団体等の、介護予防に資する活動を支援する。 

令和７年度 

までの目標 

高齢者相談員による地域での見守りや地域の住民の介護予防に資する

主体的な活動を支援、促進する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・地域の高齢者の見守り 

・転倒予防体操推進員の育成、支援 

・介護予防に資する住民の活動支援 

6,242 千円 

令和６年度 6,242 千円 

令和７年度 6,242 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

２4 
市民後見推進事業 

（成年後見センター運営等） 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第３号 最終計画年度 継続 

事業概要 

成年後見センターにおける相談業務を行うとともに、成年後見制度の利

用が必要な方に、きめ細やかに後見業務に当たれる市民後見人のスキ

ルアップを目指し、支援体制の推進を行う。 

令和７年度 

までの目標 

成年後見利用全般における相談及び支援を実施できる成年後見センタ

ーの運営とともに、市民後見人の活用ができる体制整備を目指す。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・成年後見センターでの相談業務 

・後見業務開始準備 
11,385 千円 

令和６年度 
・成年後見センターでの相談業務 

・後見業務での市民後見人の活用の検討 
11,385 千円 

令和７年度 
・成年後見センターでの相談業務 

・市民後見人の活動体制整備の推進 
11,385 千円 

SDGs 

主な目標 
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２5 地域包括支援センター運営事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第３号 最終計画年度 継続 

事業概要 
地域包括支援センターを民間に委託し、公と民が役割分担をすることに

より、地域包括支援センターの機能の強化を図る。 

令和７年度 

までの目標 

地域包括支援センター機能を充実・強化する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・介護保険法に定める包括的支援事業と地域包括

ケアシステム構築に向けた取り組みの推進 

144,689 千円 

令和６年度 150,351 千円 

令和７年度 

・介護保険法に定める包括的支援事業と地域包括

ケアシステム構築に向けた取り組みの推進 

・第三者によるセンター運営評価 

154,298 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

２6 認知症支援推進事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第３号 最終計画年度 継続 

事業概要 

今後増加する認知症高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続ける

ために、認知症ケアパスの普及を図りながら、地域における支援体制の

構築と認知症ケアの向上を図る。 

令和７年度 

までの目標 

認知症の方ができる限り地域で暮らせるようにするため、認知症初期集

中チーム及びチームオレンジの整備を行う。併せて、地域包括支援センタ

ーに設置した認知症地域支援推進員との連携を強化し体制整備を図

る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・認知症初期集中支援チームの設置運用 

・認知症シンポジウムの開催 

・認知症サポート事業所・ならしのオレンジテラス登録

事業の実施 

・ならしのオレンジテラス（認知症カフェ）補助制度を活

用した立ち上げ、運営支援 

38,526 千円 

令和６年度 39,624 千円 

令和７年度 41,330 千円 

SDGs 

主な目標 
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２7 認知症サポーター養成事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第３号 最終計画年度 継続 

事業概要 

認知症について正しく理解し、認知症の人やその家族を地域の中で見

守ることができる認知症サポーターを養成する。また、認知症サポーター

が地域で活動する体制を整備する。 

令和７年度 

までの目標 

認知症サポーターの増加と、認知症サポーターの地域における活動体制

を整備し、認知症に関する正しい知識の普及・啓発を強化する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・認知症サポーター養成講座の開催 

・キャラバン・メイトの育成及び連絡会の開催 

・認知症サポーターの地域での活動体制整備の検討 

・認知症に関する普及・啓発 

497 千円 

令和６年度 497 千円 

令和７年度 497 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

２8 
生活支援体制整備事業 

（生活支援コーディネーター配置等） 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第３号 最終計画年度 継続 

事業概要 

地域における多様な生活支援体制を整備するため、生活支援コーディネ

ーターの配置等を行い、地域資源開発、関係者間のネットワークの構築、

生活支援サービス等のマッチングを行う。 

令和７年度 

までの目標 

日常生活圏域における第 2 層生活支援コーディネーターを中心とした、

第 2 層協議体での協議の推進による、圏域ごとの支え合いの仕組みを

創出する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・日常生活圏域における第 2 層協議体での協議の推

進 

・第 1 層生活支援コーディネーターと第 2 層生活支援

コーディネーターが連携した生活支援体制の整備 

33,335 千円 

令和６年度 33,335 千円 

令和７年度 33,335 千円 

SDGs 

主な目標 
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29 総合福祉センター再整備事業 

担当部課 健康福祉部 健康福祉政策課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第３号 最終計画年度 継続 

事業概要 
施設の適切な維持保全を図るための既存施設の再整備について検討

する。 

令和７年度 

までの目標 

施設の適切な維持保全を図るための既存施設の再整備の方向性を定

める。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・再整備の方向性の検討 

0 千円 

令和６年度 0 千円 

令和７年度 0 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

３０ 介護予防・生活支援サービス事業費負担事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 要支援者等を対象とした介護予防・生活支援サービス事業を行う。 

令和７年度 

までの目標 

介護予防・生活支援サービス事業として従前のサービスだけでなく緩和

型、住民主体、短期集中など多様なサービスの展開を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・介護予防・生活支援サービス（従前及び緩和）の訪

問型サービス及び通所型サービスの実施 

338,931 千円 

令和６年度 354,419 千円 

令和７年度 369,088 千円 

SDGs 

主な目標 
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３１ 通所型短期集中予防サービス事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 

要支援者および事業対象者に対し、保健・医療の専門職(理学療法士・

作業療法士）による、運動器の機能と日常生活の活動能力を向上させ、

社会への参加につなげる。 

令和７年度 

までの目標 

介護予防・生活支援サービス事業として従前のサービスだけでなく緩和

型、住民主体、短期集中など多様なサービスの展開を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・通所型短期集中予防サービスの実施 

4,905 千円 

令和６年度 4,905 千円 

令和７年度 4,905 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

３２ 介護予防・生活支援サービス事業費補助事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 要支援者等を対象とした介護予防・生活支援サービス事業を行う。 

令和７年度 

までの目標 

介護予防・生活支援サービス事業として従前のサービスだけでなく緩和

型、住民主体、短期集中など多様なサービスの展開を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・介護予防・生活支援サービス事業費補助事業による

住民主体のサービスの実施 

1,700 千円 

令和６年度 1,700 千円 

令和７年度 1,700 千円 

SDGs 

主な目標 
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３３ 介護予防ケアマネジメント事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 
要支援者及び事業対象者等の状態に応じた適切なサービスが提供さ

れるよう、介護予防ケアマネジメントを実施する。 

令和７年度 

までの目標 

介護予防・生活支援サービス事業として従前のサービスだけでなく、緩

和型、住民主体、短期集中など多様なサービスの展開を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・介護予防ケアマネジメントの実施 

41,465 千円 

令和６年度 44,595 千円 

令和７年度 47,725 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

３４ 在宅医療・介護連携事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 
在宅医療と介護サービスを一体的に提供する体制づくりのための関係

者の連携支援と市民への普及啓発を行う。 

令和７年度 

までの目標 

在宅医療・介護のネットワークの構築および連携を推進する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・医療および介護関係機関とのネットワークによる事業

の推進 

・多職種研修会の実施 

736 千円 

令和６年度 684 千円 

令和７年度 684 千円 

SDGs 

主な目標 
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３５ 高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 
老人福祉法、介護保険法に定める高齢者保健福祉計画、介護保険事

業計画を策定する。 

令和７年度 

までの目標 

２０４０年を見据えた令和６～８年度までの第９期計画を策定するととも

に、令和９～１１年度までの第１０期計画の事前調査を実施する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・第 9 期計画の策定 3,278 千円 

令和６年度 ― 0 千円 

令和７年度 ・第 10 期計画の事前調査の実施 5,687 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

３６ 特別養護老人ホーム整備事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 
高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画に位置付ける特別養護

老人ホームの整備を行う。 

令和７年度 

までの目標 

第８期及び第９期計画に位置付ける特別養護老人ホームの整備を推進

する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・第８期計画に位置付ける整備用地の確保に努める 0 千円 

令和６年度 ・第９期計画に位置付ける特別養護老人ホームの整

備推進 

0 千円 

令和７年度 0 千円 

SDGs 

主な目標 
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３７ 介護施設等整備事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 
高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画に位置付ける地域密着

型サービス等の整備を行う。 

令和７年度 

までの目標 

第８期及び第９期計画に位置付ける地域密着型サービス等事業所の整

備を行う。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・第８期計画に位置付ける地域密着型サービス等事業

所の整備 
39,322 千円 

令和６年度 ・第９期計画に位置付ける地域密着型サービス等事業

所の整備 

0 千円 

令和７年度 0 千円 

SDGs 

主な目標 

 

  

 

３８ 
介護施設等整備事業 

（サービス付き高齢者向け住宅についての情報発信） 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 
サービス付き高齢者向け住宅について情報発信を行うことで整備の促

進を図る。 

令和７年度 

までの目標 

サービス付き高齢者向け住宅の積極的な周知を図っていく。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・サービス付き高齢者向け住宅の積極的な周知 

0 千円 

令和６年度 0 千円 

令和７年度 0 千円 

SDGs 

主な目標 

 

  

 

３９ 地域包括支援センター運営事業【再掲 №２５】 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第４号 
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４０ 地域密着型介護サービス給付費 

担当部課 健康福祉部 介護保険課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第４号 
最終計画年

度 
継続 

事業概要 
要介護状態となった者がグループホームなどの地域密着型サービスを利

用した場合に保険給付を行う。 

令和７年度 

までの目標 

要介護状態となった者が、必要な時に、グループホームなどの地域密着

型サービスを利用できるように保険給付費を確保する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・第 8 期計画で確保した保険給付 

・第 9 期計画の見込み値の策定 
1,911,554 千円 

令和６年度 
・第 9 期計画で確保した保険給付 

1,980,871 千円 

令和７年度 2,050,187 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

４１ 地域密着型介護予防サービス給付費 

担当部課 健康福祉部 介護保険課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 
要介護状態となった者がグループホームなどの地域密着型サービスを利

用した場合に保険給付を行う。 

令和７年度 

までの目標 

要介護状態となった者が、必要な時に、グループホームなどの地域密着

型サービスを利用できるように保険給付費を確保する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・第 8 期計画で確保した保険給付 

・第 9 期計画の見込み値の策定 
4,785 千円 

令和６年度 
・第 9 期計画で確保した保険給付 

4,785 千円 

令和７年度 4,785 千円 

SDGs 

主な目標 
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４２ 介護給付費等費用適正化事業 

担当部課 健康福祉部 介護保険課 

施策体系番号 第１章 第１節 第３項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 

介護保険サービス利用者に対し、3 か月ごとに給付費通知を送付し、サ

ービスの利用状況、費用の支払い状況を提供し、介護保険給付費の適

正な執行を図る。 

令和７年度 

までの目標 

不正・不当な請求を抑制し、介護給付費の適正な執行を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・介護保険サービス利用者に対する定期的な給付費

通知の送付 

2,177 千円 

令和６年度 2,119 千円 

令和７年度 2,225 千円 

SDGs 

主な目標 
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第４項 障がい者（児）支援の推進 （後期基本計画 Ｐ６２） 

障がいのある人が、地域で安心感と自己肯定感を持って自分ら

しく暮らしていくために、必要な施策をさまざまな視点から推進して

いきます。 

障がいのある人の生活を直接支援する重要なサービスとなる「障

害福祉サービス」については、障がいのある人のニーズに応えるため、既存の制度に捉

われることなく、地域の特性に応じたサービスを検討し、提供できる体制を整えていきま

す。 

また、市民の「障がい」や「障がいのある人」に対しての理解を深めるとともに、差別

の解消など、障がいのある人の権利擁護を推進していきます。 

 

◆６年後の目指す姿 

障がいのある人への就労支援や相談支援体制の整備といった自立に向けた支援の

充実、市民の「障がい」に対する正しい理解と障がいのある人への差別解消などの権

利擁護の推進、そして、障がいのある人が、生涯を通して適切な支援を得るための障害

福祉サービスの提供体制や社会資源の充実を図ることにより、障がいのある人もない

人も、すべての市民が、互いに人格と個性を尊重し合い、支え合いながら生きる共生社

会の実現が図られている。 

 

 

◆成果指標と目標値 

成果指標 令和元年度現状値 令和７年度目標値 

障がい者差別解消法の認知率 ３４．６%（H３０年度） 50% 

コミュニケーションツール設置店舗数

（ステッカー貼付店舗） 
２５店舗（H３０年度） ５０店舗 
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◆予定事業 

４３ 
手話及び情報・コミュニケーション推進事業 

（「心が通うまちづくり条例」の啓発イベント） 

担当部課 健康福祉部 障がい福祉課 

施策体系番号 第１章 第１節 第４項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 

全ての市民が、互いに人格と個性を尊重し、支え合いながら生きる「共

生社会」の実現を目指し、通称「心が通うまちづくり条例」の推進を図

る。 

令和７年度 

までの目標 

情報保障及びコミュニケーション保障並びに手話の普及及び理解の促

進を図ることにより、共生社会の実現を推進する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・条例の積極的な周知啓発 

・障がいのある人への情報保障、コミュニケーション保

障に必要な環境整備の推進 

388 千円 

令和６年度 388 千円 

令和７年度 388 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

４４ 
地域生活支援事業 

（障がい者啓発イベント、手話奉仕員養成講座） 

担当部課 健康福祉部 障がい福祉課 

施策体系番号 第１章 第１節 第４項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 
障がいのある人が地域で自立した生活を送れるよう、地域の特性や利

用者の状況に応じた事業を実施する。 

令和７年度 

までの目標 

障がいのある人が自立した日常生活または社会生活を営むために必要

な事業を実施し、障がい者の福祉の増進を図るとともに障がい者の地域

生活を支援する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・障がいのある人が自立した日常生活または社会生活

を営むために必要な事業の実施 

・障がい者の地域生活の支援 

・障がいのある人もない人も参加できる障がいの理解

を深めるイベントの実施 

870 千円 

令和６年度 870 千円 

令和７年度 870 千円 

SDGs 

主な目標 
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４５ 障がい者基本計画・障がい福祉計画・障がい児福祉計画策定事業 

担当部課 健康福祉部 障がい福祉課 

施策体系番号 第１章 第１節 第４項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 

障害者基本法に基づく、障がい者のための施策に関する基本的な計画

を定めること、併せて障害者総合支援法に基づく、自立支援給付及び地

域生活支援事業の円滑な実施のため、障害福祉サービス等の利用見

込量等の計画を定める。 

令和７年度 

までの目標 

社会環境の変化に対応した障がい者施策を推進すること、また障がい

者のニーズの変化に応じた事業を実施することにより、障がい者の生活

基盤の安定を図る。併せて障がいへの理解を促進することにより、誰もが

尊重し合い、支え合い暮らす共生社会の実現を目指す。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・障がい者基本計画・障がい福祉計画・障がい児福祉

計画の策定 
4,464 千円 

令和６年度 ― 0 千円 

令和７年度 ― 0 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

４６ 
地域生活支援事業 

（相談支援） 

担当部課 健康福祉部 障がい福祉課 

施策体系番号 第１章 第１節 第４項 第２号 最終計画年度 継続 

事業概要 
障がいのある人が地域で自立した生活を送れるよう、地域の特性や利

用者の状況に応じた事業を実施する。 

令和７年度 

までの目標 

障がいのある人が自立した日常生活または社会生活を営むために必要

な事業を実施し、障がい者の福祉の増進を図るとともに障がい者の地域

生活を支援する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・市の窓口の他、委託事業所による、障がい者やその

家族の自立と社会参加を促進するための総合的な

相談・支援の実施 

・委託による地域における相談支援の中核的な役割を

担う基幹相談支援センターの実施 

41,334 千円 

令和６年度 41,334 千円 

令和７年度 41,334 千円 

SDGs 

主な目標 
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４７ 
地域生活支援事業 

（就労支援、障がい者スポーツ大会） 

担当部課 健康福祉部 障がい福祉課 

施策体系番号 第１章 第１節 第４項 第３号 最終計画年度 継続 

事業概要 
障がいのある人が地域で自立した生活を送れるよう、地域の特性や利

用者の状況に応じた事業を実施する。 

令和７年度 

までの目標 

障がいのある人が自立した日常生活または社会生活を営むために必要

な事業を実施し、障がい者の福祉の増進を図るとともに障がい者の地域

生活を支援する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・障がい者就労の理解促進のための広報紙の発行な

どによる周知啓発の推進 

・スポーツイベントやサークル活動等に参加しやすくす

るための配慮に関する情報提供や環境及び機会の

整備 

462 千円 

令和６年度 462 千円 

令和７年度 462 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

４８ 
障がい福祉課事務費 

（障害者就労施設等からの調達推進） 

担当部課 健康福祉部 障がい福祉課 

施策体系番号 第１章 第１節 第４項 第３号 最終計画年度 継続 

事業概要 障がい福祉課に係る業務を円滑に行うための事務処理を行う。 

令和７年度 

までの目標 

障がい者就労施設等が供給する物品及び役務に対する需要の増進等

による障がいのある人の自立の促進を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・障がい者就労支援施設の安定的な運営や就労者の

雇用確保を図るための物品等の調達の計画的・効

果的な拡充 

3 千円 

令和６年度 3 千円 

令和７年度 3 千円 

SDGs 

主な目標 
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４９ 東部保健福祉センター旧花の実園分場再整備事業 

担当部課 健康福祉部 高齢者支援課 

施策体系番号 第１章 第１節 第４項 第３号 最終計画年度 令和８年度 

事業概要 
第２次公共建築物再生計画に位置付ける東部保健福祉センター旧花

の実園分場の再整備を行う。 

令和７年度 

までの目標 

第２次公共建築物再生計画に位置付ける東部保健福祉センター旧花

の実園分場の再整備を行う。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ― 0 千円 

令和６年度 

・第２次公共建築物再生計画に位置付ける東部保健

福祉センター旧花の実園分場の再整備に係る設計

の実施 

5,277 千円 

令和７年度 
・第２次公共建築物再生計画に位置付ける東部保健

福祉センター旧花の実園分場の再整備の実施 
32,980 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

５０ 
地域生活支援事業 

（社会資源の充実） 

担当部課 健康福祉部 障がい福祉課 

施策体系番号 第１章 第１節 第４項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 
障がいのある人が地域で自立した生活を送れるよう、地域の特性や利

用者の状況に応じた事業を実施する。 

令和７年度 

までの目標 

障がいのある人が自立した日常生活または社会生活を営むために必要

な事業を実施し、障がい者の福祉の増進を図るとともに障がい者の地域

生活を支援する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・習志野市障がい者地域共生協議会・社会資源開発

改善部会との連携による地域資源に対するニーズの

把握等の実施 

5 千円 

令和６年度 5 千円 

令和７年度 5 千円 

SDGs 

主な目標 
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５１ 
障がい者自立生活支援事業 

（身体障がい者相談員、知的障がい者相談員） 

担当部課 健康福祉部 障がい福祉課 

施策体系番号 第１章 第１節 第４項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 セーフティーネット支援対策の一環として、相談支援、訪問支援を行う。 

令和７年度 

までの目標 

障がいのある人の相談に応じ福祉の増進を図り、更生のために必要な

援助を行う。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・相談員の周知及び活動支援 

192 千円 

令和６年度 192 千円 

令和７年度 192 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

５２ バリアフリー対策事業 

担当部課 都市環境部 街路建設課 

施策体系番号 第１章 第１節 第４項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 
習志野市バリアフリー移動等円滑化特定事業計画に基づき、歩きやす

い歩行空間を確保する。 

令和７年度 

までの目標 

特定事業計画に基づき、道路の改修工事を行う。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・特定事業計画に基づく改修工事の実施 

10,624 千円 

令和６年度 25,000 千円 

令和７年度 25,000 千円 

SDGs 

主な目標 
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第５項 社会保障の充実 （後期基本計画 Ｐ６６） 

市民一人ひとりが日本国憲法に定められている健康で文化的な生活を送る

ためには、社会保障制度の充実が重要です。生活困窮者に対し、生活困窮者

自立支援制度の活用を図り、生活保護に至る前の段階で、自立相談支援事業

を中心にさまざまな支援を行うことにより、自立の促進を図るとともに、事業の拡

大も視野に入れた研究を進めます。 

また、生活保護を受けなくては生活ができない場合、生活保護法に基づき、速やかな

保護の決定に努めます。 

国民健康保険については、平成３０（2018）年３月に策定した「国民健康保険デー

タヘルス計画」に基づき、増大する保険給付費の抑制に努めるとともに、国の制度改正

などに基づき、適切な運営を図ります。 

 

◆６年後の目指す姿 

市民一人ひとりが、それぞれの状況の中で自立した生活を送り、自己実現を目指せ

るための支援体制が整っている。 

被保険者の主体的な健康づくりを支え守る社会環境を実現し、被保険者個人のＱＯ

Ｌ（クオリティ・オブ・ライフ：生活の質）が確保されている。 

 

◆成果指標と目標値 

成果指標 令和元年度現状値 令和７年度目標値 

生活困窮者自立支援事業にて、

就労開始した者 

５２．３８% 

（H３０年度） 
５７．１% 

国保収支比率 
１０１．１３% 

（平成３０年度決算） 
１００% 

就労による生活保護廃止件数 １７件（H３０年度） １９件 
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◆予定事業 

５３ 生活保護支援対策事業 

担当部課 健康福祉部 生活相談課 

施策体系番号 第１章 第１節 第５項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 

・面接相談支援事業 面接相談支援員を雇用し、要援助者の相談援

助、生活保護申請者の相談援助等を窓口や電話にて行い、生活保護

の適正実施を推進、自立の助長を図る。 

・診療報酬明細書点検等の充実 診療報酬明細書の資格審査、内容点

検（単月・縦覧）を強化し、診療報酬の決定の適正化を図るとともに、

指定医療機関による診療報酬請求の適正化を図る。 

・被保護者健康管理支援事業 （生活保護法第５５条の８）被保護者の

データヘルス情報から医療費の現状を分析し、医療扶助の適正化及

び被保護者の健康保持を図る 

・就労支援事業 専門的な知識を有する就労支援員による生活保護受

給者への就労支援を行い、就労による自立を推進する 

令和７年度 

までの目標 

・新型コロナウイルス感染症が感染拡大し、令和４年に見られた円安傾

向等による影響を受けた業種から発生した失業者が、預貯金等の減少

による生活保護を申請するケースが増加している。４人の面接相談支

援員を雇用し、生活保護及び関連する社会福祉制度について相談に

応じる（令和３年度 面接相談件数８１０件は当面続くと見込む）。 

・生活保護の医療扶助を適用される被保護者について、指定医療機関

からの請求の適正化を図る事業を当面続くと見込む。 

・健康診断を受診した被保護者が、その健康状態を正しく認識し、健康

管理支援員からの指導を受けて改善のきっかけを作れるようにする（令

和４年度 郵便件数１４０件は当面続くと見込む）。 

・生活保護受給者が４人の就労支援員の支援を受けて新規就労、転職

等により保護を脱却でき、又は就労収入の認定により保護費を削減さ

れても自立した生活を続けられるようにする（令和４年５月 就労支援

総数１３６名は当面続くと見込む） 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・面接相談支援事業 面接相談支援員の雇用による、

要援助者及び生活保護申請者の相談援助等の実

施 

・診療報酬明細書点検等の充実 診療報酬明細書の

資格審査、内容点検（単月・縦覧）の強化による、診

療報酬の決定の適正化及び指定医療機関による診

療報酬請求の適正化 

2,201 千円 

令和６年度 2,201 千円 
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令和７年度 

・被保護者健康管理支援事業 （生活保護法第５５条

の８）被保護者に係るデータヘルス情報を活用した医

療扶助の適正化及び被保護者の健康保持の推進 

・就労支援事業 専門的な知識を有する就労支援員

による生活保護受給者への就労支援の実施 

2,201 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

５４ 生活困窮者自立支援事業 

担当部課 健康福祉部 生活相談課 

施策体系番号 第１章 第１節 第５項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 

・生活困窮者に対し、生活相談支援センター「らいふあっぷ習志野」にて

各種支援を行う。 

・自立相談支援事業…生活困窮者が抱える多様で複合的な問題につ

いて、プランを立てて必要な支援を行う。 

・家計改善支援事業…家計に課題を抱える生活困窮者の相談に応じ、

プランを立てて改善を支援する。 

・子どもの学習・生活支援事業…子どもに対する学習・生活支援を行う。 

・就労準備支援事業…就労に向けて課題を持つ生活困窮者に対し、一

般就労に向けた準備と支援を行う。 

・住居確保給付金の支給…離職等によって生活に困窮し、住居を喪失

またはそのおそれのある人に対して家賃補助を支給する。新型コロナウ

イルス感染症の影響で、一部要件が緩和されている。 

令和７年度 

までの目標 

生活困窮者自立支援法による生活困窮者への早期支援と自立促進を

図るために、自立支援に関する包括的かつ継続的な相談等を実施する

とともに、居住する住宅の確保や継続を可能とする給付金の支給を行

う。また、一人ひとりの子どもに適した学習支援実施を行い、貧困の連鎖

を防止する。住居確保給付金については、支給中に就労支援等、相談者

に合わせた支援を行い、住居及び就労機会の確保を目指す。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・生活相談支援センター「らいふあっぷ習志野」による

生活困窮者に対する各種支援の実施 

・自立相談支援事業…生活困窮者が抱える多様で複

合的な問題に応じた、必要な支援の実施 

・家計改善支援事業…家計に課題を抱える生活困窮

者の相談に応じた改善支援の実施。 

・子どもの学習・生活支援事業…子どもに対する学

習・生活支援の実施 

・就労準備支援事業…就労に向けて課題を持つ生活

71,156 千円 

令和６年度 71,156 千円 
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令和７年度 

困窮者に対する一般就労に向けた準備と支援の実

施 

・住居確保給付金の支給…離職等によって生活に困

窮し、住居を喪失またはそのおそれのある人に対する

家賃補助の支給（新型コロナウイルス感染症の影響

で、一部要件が緩和） 

71,156 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

５５ 国民健康保険趣旨普及事業 

担当部課 協働経済部 国保年金課 

施策体系番号 第１章 第１節 第５項 第２号 最終計画年度 継続 

事業概要 国民健康保険の趣旨普及を行う。 

令和７年度 

までの目標 

国民健康保険制度の仕組み、医療給付、国保財政の状況等を理解して

いただき、安定的な制度の運営が図られるようにする。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・医療費通知 

・ジェネリック医薬品の利用促進等 

7,865 千円 

令和６年度 7,865 千円 

令和７年度 7,865 千円 

SDGs 

主な目標 
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第１項 産業の振興 （後期基本計画 Ｐ６９） 

急激に変化する社会環境の中、市内事業者が将来

にわたって事業を継続できるよう、経営基盤の強化や

経営革新、資金繰りの円滑化などにより、経営の安定

化を支援します。 

商業に関しては、ICT※1の進歩やキャッシュレス決済※2など、時代の変化や多様化

する消費者ニーズに対応できるよう支援するとともに、個店や商店街、大型店だけでな

く、大学や地域住民、市民活動団体などが連携し、地域一体となって、新たな魅力や活

力を創出する取り組みを推進します。 

工業に関しては、現在市内で操業している企業の転出を防ぐとともに、新たな企業が

進出しやすいよう、良好な操業環境の保持に努めます。 

農業に関しては、効率的かつ持続性のある農業経営の確立を推進し、身近な消費

者である地域住民との協働により、幅広く都市農業を推進します。 

また、魅力的なまちづくりを進めることで、「住んでよし」から「訪れてよし」のまちづく

りを目指すとともに、友好都市や近隣市との交流を継続して推進します。 

 

◆６年後の目指す姿 

多くの人々にとって働き、暮らしたいと思える環境の構築を進める中、人手不足や事

業承継など、時代によって変化する経営課題の解決に向けた支援体制が整備されてい

る。 

 

◆成果指標と目標値 

成果指標 令和元年度現状値 令和７年度目標値 

市内事業所数 
4,270 事業所 

（H26 経済センサス） 
4,270 事業所 

 

                                                   
1 情報（information）や通信（communication）に関する技術（technology）の総称。 
2 クレジットカードや電子マネー、口座振替を利用して、紙幣・硬貨といった現金を使わずに支払い・受け取りを

行う決済方法。 

第２節 にぎわいと活力を創出する地域経済・産業の振興 
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◆予定事業 

５６ 中小企業振興事業 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第１項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 市内事業者への円滑な資金提供および利子補給を実施する。 

令和７年度 

までの目標 

市内事業者の資金繰りの円滑化を図り、市内商工業の活性化を目指

す。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・市融資制度取扱金融機関の預託による、市内事業

者への円滑な資金提供および利子補給の実施 

703,959 千円 

令和６年度 668,306 千円 

令和７年度 668,306 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

５７ 商業活性化事業 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第１項 第２号 最終計画年度 継続 

事業概要 商業振興や商店街活性化を推進するため各種事業を実施する。 

令和７年度 

までの目標 

商業および商店街の発展と活性化を図り、市民の利便性と生活環境を

向上させる。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・習志野市商店会連合会が行う事業に対する補助 

・商店会連合会と連携した、各種商業振興や商店街

活性化施策の実施 

2,500 千円 

令和６年度 2,500 千円 

令和７年度 2,500 千円 

SDGs 

主な目標 
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５８ 商店街共同施設管理事業 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第１項 第２号 最終計画年度 継続 

事業概要 
商店会等が商店街の魅力や賑わいを創出するために実施する環境整

備事業に対して補助を行う。 

令和７年度 

までの目標 

商店街の明るく近代的なイメージの確立を図るとともに、消費者への安

全性、利便性の向上を図り、商店街の活性化を推進する。 

また、商店会運営の維持と安定を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・商店会が管理している街路灯の電気料金および維

持管理費用に対する補助 

・商店会が実施するイルミネーション事業の電気料金

に対する補助 

3,099 千円 

令和６年度 3,099 千円 

令和７年度 3,099 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

５９ 商工会議所補助事業 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第１項 第２号 最終計画年度 継続 

事業概要 

地域経済活性化の推進団体である習志野商工会議所が行う事業に対

して、補助を行う。 

併せて、商工会議所と連携し、各種商工業振興施策を実施する。 

令和７年度 

までの目標 

本市を取り巻く社会、経済情勢の変化に対応し、積極的な商工業の発

展を期すため、習志野商工会議所への補助及び事業連携を行い、地域

経済団体としての指導性の樹立を図り、その機能を十分発揮させ、本市

商工業、産業の振興と市内企業の発展を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・習志野商工会議所が行う事業に対する補助 

・商工会議所と連携し、各種商工業施策の実施 

21,000 千円 

令和６年度 21,000 千円 

令和７年度 21,000 千円 

SDGs 

主な目標 
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６０ 産学官連携事業 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第１項 第３号 最終計画年度 継続 

事業概要 
大学等と市内事業者の産学交流を図る事業を実施し、本市産業の活性

化と産業のまちづくりとしての推進を図る。 

令和７年度 

までの目標 

産学官連携による新たな産業、製品開発および事業の効率化を図り、

本市産業の活性化と発展を推進する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・産学官連携プラットホーム委託事業による、産学技術

交流会や技術相談、市内企業販路拡大等支援事業

等の実施 

3,240 千円 

令和６年度 3,240 千円 

令和７年度 3,240 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

６１ 工業活性化事業 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第１項 第３号 最終計画年度 継続 

事業概要 工業の振興を推進するため、各種事業を実施する。 

令和７年度 

までの目標 

市内工業団体相互の連携・協力体制による企業間・団体間の交流を促

進し、地域経済および企業の発展を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・市内工業関係団体で構成する習志野市工業地域団

体連合会が行う事業に対する補助 

・習志野商工会議所や工業関係団体と連携した、各

種工業振興施策の実施 

210 千円 

令和６年度 210 千円 

令和７年度 210 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

６２ 商工会議所補助事業【再掲 №５９】 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第１項 第３号 
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６３ 都市農業支援事業 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第１項 第４号 最終計画年度 継続 

事業概要 
農業従事者の生産意欲の向上と経営の安定を図るため、土壌改良事

業他の各種補助事業を行う。 

令和７年度 

までの目標 

農業経営者の育成、生産意欲の向上と経営の安定化を図るために農業

を支援する事業を継続する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・土壌改良事業他の各種補助事業の実施 

10,000 千円 

令和６年度 10,000 千円 

令和７年度 10,000 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

６４ 観光振興事業（都市間交流） 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第１項 第５号 最終計画年度 継続 

事業概要 本市と友好関係にある市町村と都市間交流事業を継続する。 

令和７年度 

までの目標 

魅力的なまち、訪れてみたいまちを相互にピーアールし、交流人口の増加

を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 
・友好関係にある自治体との相互のイベントへの参加

等による都市間交流 

311 千円 

令和６年度 311 千円 

令和７年度 311 千円 

SDGs 

主な目標 
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６５ 観光振興事業 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第１項 第 5 号 最終計画年度 継続 

事業概要 

地域の中で培われてきた『商い・暮らし・学び・集い』などを観光資源と

捉え、様々なまちづくり活動そのものを集客の資源とする『まちづくり観

光』の推進を図る。 

令和７年度 

までの目標 

市民による市への愛着・誇りを深め、市民相互や市外から訪れる人たち

との交流を図るとともに、消費拡大や市の活力向上をつなげる。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・イベントや観光パンフレットの配布、観光振興ツールの

活用等による本市の PR 

・ふるさと産品業者会への支援 

1,880 千円 

令和６年度 1,880 千円 

令和７年度 1,880 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

６６ イメージキャラクターPR・活用事業 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第１項 第５号 最終計画年度 継続 

事業概要 
本市ご当地キャラクター「ナラシド♪」を活用した本市のＰＲ事業、活動を

行う。 

令和７年度 

までの目標 

ご当地キャラクター「ナラシド♪」が市民をはじめ多くの方に周知され、愛

着を持っていただくことにより、本市のＰＲ及び地域活性化を推進し、より

魅力的なコンテンツ及び商品の開発を目指す。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・市内外イベントへの出演 

・キャラクターデザイン使用、着ぐるみ貸し出しの利用促

進による PR 活動 

・各種メディアを活用したキャラクターの魅力発信 

543 千円 

令和６年度 543 千円 

令和７年度 363 千円 

SDGs 

主な目標 
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第２項 新しい産業の創造 （後期基本計画 Ｐ７４） 

市内における創業を促進するため、習志野商工会議所などと連携し、創業に

関する相談業務やセミナーの開催などに取り組むほか、制度融資などによる資

金面での支援により、創業希望者を多角的にサポートします。 

また、長期的な視点から、創業に無関心な層や若年層に対するアプローチを

進め、創業機運の醸成を図ります。 

さらに、産学民官連携事業の拡充・強化を図り、新技術や新製品の開発、新たな事

業分野への取り組みを支援します。そのほか、市内企業の優れた技術や製品の情報発

信、マッチングによる新たな市場や取引関係創出の支援に取り組みます。 

併せて、商業・工業・農業などの地域産業支援の連携を促進し、相乗効果による新

たな製品や商品、サービス等の創出に取り組み、「新しい産業の創造」を推進します。 

 

◆６年後の目指す姿 

経済団体や金融機関、学校など、さまざまな関係者との連携により、創業支援、創出

支援などを行い、地域活性化を推進するための体制構築が行われている。 

 

◆成果指標と目標値 

成果指標 令和元年度現状値 令和７年度目標値 

市内設立法人数 

（３年度平均） 

２３９件 

（H２８～H３０年度平均) 

２９９件 

（R５～R７年度平均） 

 

◆予定事業 

６７ 創業支援事業 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第２項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 

市内における創業の促進を図るべく、創業支援等事業計画に基づき、創

業を目指す方や、創業して間もない方などを対象とした「創業塾」の開

催、相談窓口の設置などにより支援を行う。 

令和７年度 

までの目標 

近隣自治体や関係機関と連携しながら、市内における創業を促進するこ

とにより、市内産業の活性化および地域活性化を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・創業塾等の開催 

・相談窓口の設置 

・無関心層や若年層に対する意識啓発 

1,558 千円 

令和６年度 1,558 千円 

令和７年度 1,558 千円 

SDGs 

主な目標 
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６８ 商工会議所補助事業【再掲 №５９】 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第２項 第２号 

 

６９ 産学官連携事業【再掲 №６０】 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第２項 第２号 
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第３項 働きやすい環境づくり （後期基本計画 Ｐ７７） 

人々が生活をする上で、仕事は大きなウェイトを占めます。地域の活性化にあ

たっては、働きたい人が仕事に就ける環境はもちろん、仕事と生活の調和（ワー

ク・ライフ・バランス）を図ることが不可欠です。 

また、人々が経済的に自立し、性や年齢などに関わらず、誰もが意欲と能力を

発揮し活躍することは、持続可能な社会の実現にもつながります。 

現在、そうした社会の実現に向け、従来の日本的な働き方の見直しが社会的潮流と

なる中で、官民一体となった取り組みが求められています。 

本市では、市民や事業者、それぞれが理解を深め、一人ひとりが自らのライフステー

ジやライフスタイルに合った働き方ができるよう、国や県、習志野商工会議所などの関

係機関と連携しながら、取り組みを推進します。 

 

◆６年後の目指す姿 

働きたい人は働くことができ、それぞれのライフステージやライフスタイルに応じた多様

な働き方が受け入れられる社会環境が整備されている。 

 

◆成果指標と目標値 

成果指標 令和元年度現状値 令和７年度目標値 

完全失業者数に対する「ふるさとハ

ローワークならしの」を通じた就職

件数の割合 

11.9％ 

（H２７年国勢調査ベ

ース） 

14.5％ 

（R２年国勢調査ベー

ス） 
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◆予定事業 

７０ 雇用環境整備事業 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第３項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 

求人情報の提供や就労支援を行うため「ふるさとハローワークならしの」

を国と共同で運営するとともに、近隣自治体や関係機関と連携して就労

支援セミナー、マッチングイベント等を開催する。また、ふなばし地域若者

サポートステーション事業に引き続き参画し、船橋市と連携しながら若年

層への就労支援を行う。 

令和７年度 

までの目標 

・セミナー等の開催により求職者の能力向上を図るとともに、企業とのマ

ッチング機会を提供し、市民および地元企業の就労・雇用を促進する。 

・近隣自治体や関係機関と連携することにより、事業効果や効率の向上

を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・「ふるさとハローワークならしの」の運営 

・関係機関と連携した就労支援セミナー等の開催 

・ふなばし地域若者サポートステーション事業への参画 

9,449 千円 

令和６年度 9,449 千円 

令和７年度 9,449 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

７１ 雇用環境整備事業【再掲 №７０】 

担当部課 協働経済部 産業振興課 

施策体系番号 第１章 第２節 第３項 第２号 
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第４項 まちの魅力の創出 （後期基本計画 Ｐ８０） 

現在、本市の人口は増加していますが、令和７（2025）年をピークに減少に転じると

予測されています。今後、人口減少と少子高齢化が進行する中で、本市が持続的に発

展していくためには、これまで取り組んできたまちづくりのさらなる向上による定住促進

だけでなく、さらに一歩進んで、これまで築かれてきた“まちの魅力”を検証し、あるいは

新たな魅力を創出し、効果的に発信することによって、都市としてのブランド化＝“習志

野ブランド”の確立を図る必要があります。 

そのために重要となるのが、情報発信力の強化です。情報化が進展する社会におい

て、あふれる情報の中に埋没しない、確かな発信力が必要です。 

将来都市像「未来のために～みんながやさしさでつながるまち～習志野」を目指し、

住みたい、住み続けたいまちとして、習志野に愛着を持つ人、次代を担う人をさらに呼び

込み、育むための取り組みを進めていきます。 

 

◆６年後の目指す姿 

本市の魅力を内外に向け、戦略的かつ効果的に情報発信を行うことで、市のイメー

ジアップと本市への愛着醸成、定住促進が図られている。 

 

◆成果指標と目標値 

成果指標 令和元年度現状値 令和７年度目標値 

市ホームページアクセス数 

（トップページ） 

７１４，３６０件 

（H３０年度） 
８２０，５７５件 

市ホームページアクセス数 

（全ページ） 

７，４９２，７４５件 

（H３０年度） 
１０，８９９，５４０件 

定住意向 

（『住み続けたい』と思う人の割合） 

62.6％ 

（H３０市民意識調査） 
６５．４％ 
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◆予定事業 

７２ 広報習志野発行事業 

担当部課 政策経営部 広報課 

施策体系番号 第１章 第２節 第４項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 広報紙「広報習志野」を発行・配布し、市政情報を市民に周知する。 

令和７年度 

までの目標 

必要な人に必要な情報が届くよう、読みやすく親しみやすい紙面の作成

に努めるとともに、市民が利用しやすい広報紙の発行頻度や配布方法を

検討する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・広報紙の契約更新 

・広報紙の発行 

・広報紙新聞折り込み 

・広報紙ポスティング 

39,050 千円 

令和６年度 ・広報紙の発行 

・広報紙新聞折り込み 

・広報紙ポスティング 

39,２２１千円 

令和７年度 39,２２１千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

７３ ホームページ運営・管理事業 

担当部課 政策経営部 広報課 

施策体系番号 第１章 第２節 第４項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 インターネットを活用して、市政情報を迅速に提供する。 

令和７年度 

までの目標 

迅速な情報提供を行うとともに、より見やすく・わかりやすく・使いやすい

ホームページの作成に努め、アクセシビリティに配慮しながら運用する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・ウエブアクセシビリティに準拠したホームページの作 

成 

・各部署への適切なホームページの作成指導 

・ホームページリニューアル後の運用、改善 

・デジタルブックの配信 

3,030 千円 

令和６年度 
・ウエブアクセシビリティに準拠したホームページの作

成 

・各部署への適切なホームページの作成指導 

・デジタルブックの配信 

3,030 千円 

令和７年度 3,030 千円 

SDGs 

主な目標 
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７４ 
広報課事務費 

（広報まちかど特派員制度） 

担当部課 政策経営部 広報課 

施策体系番号 第１章 第２節 第４項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 

「広報まちかど特派員」による広報紙・市ホームページ・テレビ広報に対

する意見・感想の報告、地域行事等の取材記事の掲載により、市民の意

見を広報活動に反映する。 

令和７年度 

までの目標 

「広報まちかど特派員」から報告を受けた意見・感想について、広報活

動の参考にする。また、「広報まちかど特派員」が取材した市民目線の情

報を市ホームページやインスタグラムで発信する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・特派員会議の開催 

・広報紙・市ホームページ・テレビ広報への意見・感想

の検討・反映 

・特派員の取材記事の掲載 

44 千円 

令和６年度 44 千円 

令和７年度 44 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

７５ 市内案内冊子発行事業 

担当部課 政策経営部 広報課 

施策体系番号 第１章 第２節 第４項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 
市内の主要施設を網羅した「市内施設地図」を作成し、配付・販売す

る。 

令和７年度 

までの目標 

市民の利便性を高め、施設利用率の向上に寄与する。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 

・市内施設地図を印刷し（作成は２年に一度）、主に転

入世帯へ配付、一部を販売 

・市勢要覧の作成（４年に一度） 

1,327 千円 

令和６年度 
・市内施設地図を作成し、主に転入世帯へ配付、一部

を販売 
1,386 千円 

令和７年度 
・市内施設地図を印刷し、主に転入世帯へ配付、一部

を販売 
293 千円 

SDGs 

主な目標 

 

  



第１章 支 え合 い・活 気 あふれる「健 康 なまち」 

第２節 にぎわいと活力を創出する地域経済・産業の振興 

第４項 まちの魅力の創出 

64 

７６ 映像等制作事業 

担当部課 政策経営部 広報課 

施策体系番号 第１章 第２節 第４項 第１号 最終計画年度 継続 

事業概要 
テレビ広報「なるほど習志野」を制作・放送し、市政の情報や取組、市民

の生き生きとした活動を紹介する。 

令和７年度 

までの目標 

文字を中心とした広報紙等を補完し、市民の視点に立った番組制作を

行うことで、市民の市政に対する理解をより深め、地域への関心と愛着

醸成を図る。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・15 分の広報番組「テレビ広報なるほど習志野」を月

1 本制作し J:COM 千葉で放送 

・番組 DVD を図書館で貸出 

・市ホームページでの動画配信 

7,165 千円 

令和６年度 7,165 千円 

令和７年度 7,165 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 

７７ まちの魅力発信事業 

担当部課 政策経営部 広報課 

施策体系番号 第１章 第２節 第４項 第２号 最終計画年度 継続 

事業概要 
定住促進と魅力あるまちづくりに向けた習志野ブランドの創出およびまち

の魅力・情報の効果的な発信に取り組む。 

令和７年度 

までの目標 

市民の愛着醸成と、生産年齢人口の中心となる若者および子育て世代

の定着・増加を図るため、特に学生および子育て世代に向けた施策を効

果的に行う。 

主な実施予定内容 予定事業費 

令和５年度 ・本市に関わる人の愛着醸成およびあらゆる世代に

「選ばれるまち」となるための施策の実施 

・職員の情報発信力の向上およびスタッフプライドの醸

成につながる研修等の実施 

5,128 千円 

令和６年度 5,128 千円 

令和７年度 5,128 千円 

SDGs 

主な目標 

 

 




